
鎌
倉
時
代
に
於
け
る
表
白
付
説
教
書
の
文
章
構
成
と
文
体

一
、
は
じ
め
に

か
つ
て
国
語
史
研
究
の
谷
間
と
請
わ
れ
た
鎌
倉
時
代
語
の
研
究
も
着
実
に
深

ま
り
を
見
せ
、
今
口
で
は
そ
の
全
体
像
へ
の
接
近
も
試
み
ら
れ
る
に
至
っ
て
い

丁
⊥る
。
今
後
と
も
、
個
々
の
文
献
の
記
述
的
研
究
や
鎌
倉
時
代
に
な
っ
て
顕
著
な

一
事
象
を
取
上
げ
て
の
考
究
と
い
っ
た
基
礎
的
研
究
の
積
み
重
ね
の
中
で
、
そ

の
全
体
像
・
体
系
の
解
明
に
努
め
な
け
れ
ば
き
〕
な
い
と
思
う
。

こ
の
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
が
見
え
に
く
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
最
大
の
要

；
こ

因
は
、
夙
に
築
畠
裕
博
士
の
御
指
摘
に
な
っ
た
如
く
、
前
代
の
平
安
時
代
に
比

し
て
表
現
内
容
の
多
椰
多
様
の
文
献
が
大
嵐
に
出
現
し
、
袖
雑
な
様
相
を
呈
し

て
い
る
こ
と
に
存
す
る
。
旧
来
の
和
歌
、
物
語
、
公
卿
日
記
、
往
来
物
、
湊
籍

・
仏
典
の
訓
点
資
料
な
ど
に
加
え
て
、
説
話
や
軍
記
物
の
顆
、
法
譜
、
闘
㌫
、

そ
の
他
古
経
蔵
に
伝
存
す
る
湊
文
体
や
片
仮
名
交
り
文
で
余
日
か
れ
た
法
会
の
記

録
資
料
等
枚
挙
に
追
な
い
の
で
あ
っ
て
、
未
だ
殆
ど
手
つ
か
ず
の
文
献
群
も
少

な
く
な
い
。

小
稿
で
取
上
げ
る
〝
表
白
付
説
教
書
〟
と
呼
称
す
る
文
献
群
も
そ
の
一
つ
で

あ
る
。文
法
や
音
親
に
比
し
て
進
展
の
遅
れ
て
い
た
語
彙
の
研
究
に
於
い
て
、
身
心

山
　
本
　
真
　
吾

語
彙
・
性
向
語
彙
な
ど
特
定
の
意
味
分
野
に
限
定
し
て
そ
の
部
分
体
系
を
解
明

す
る
と
こ
ろ
か
ら
始
め
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
の
語
史
研
究
か
ら
脱
し
一
画
期

｛3－

を
成
し
得
た
よ
う
に
、
鎌
倉
時
代
語
研
究
に
於
い
て
も
個
々
の
文
献
を
内
容
の

上
か
ら
範
鴫
化
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
の
類
型
的
性
格
を
把
握
す
る
試
み
が
行

わ
れ
て
然
る
べ
き
で
あ
る
と
考
え
る
。

勿
論
、
語
彙
研
究
に
於
い
て
、
特
定
意
味
分
野
の
部
分
体
系
を
積
み
重
ね
る

だ
け
で
は
そ
の
全
体
系
に
迫
り
得
な
い
と
い
う
の
と
同
じ
く
、
か
よ
う
な
文
献

群
毎
の
検
討
を
積
み
重
ね
る
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
掌
ら
な

い
。
し
か
し
な
が
ら
、
従
来
の
鎌
倉
時
代
語
の
研
究
に
あ
っ
て
は
、
説
話
や
軍

丁
ユ

記
物
以
外
で
は
か
か
る
試
み
自
体
が
、
少
な
く
と
も
自
覚
的
に
は
あ
ま
り
行
わ

れ
て
い
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
一
つ
の
方
向
と
し
て
提
示

す
る
こ
と
に
は
意
味
が
あ
る
こ
と
と
思
う
の
で
あ
る
。

二
、
鎌
倉
時
代
の
表
白
付
説
教
書
に
つ
い
て

こ
こ
で
取
上
げ
よ
う
と
す
る
「
表
白
付
説
教
㌫
」
な
る
文
献
群
は
、
従
米
、
「
昭

【5）

専
書
」
・
「
唱
導
文
学
」
・
「
昭
導
文
芸
」
の
如
く
「
昭
導
」
の
名
を
冠
す
る

文
献
の
一
と
し
て
扱
わ
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。

梁
の
慧
仮
の
控
に
な
る
r
高
僧
伝
」
巻
第
十
三
に
は
、
「
咄
導
」
の
意
義
と
縁

由
及
び
そ
の
技
術
に
至
る
ま
で
を
接
説
し
て
い
る
が
、
そ
の
一
部
を
抄
出
す
る
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と
次
の
如
く
で
あ
る
。

○
唱
導
者
。
蓋
以
宣
昭
法
理
り
開
瀾
衆
心
一
也
。
苦
仏
法
初
伝
。
干
場
斎
集
止
宣
－

昭
仏
名
依
文
致
礼
。
至
中
宵
岐
極
。
事
資
啓
倍
。
乃
別
請
宿
徳
目
汁
座
説
法
。

一

レ

　

レ

　

　

　

l

　

一

　

　

　

　

l

l

l

　

一

或
雑
序
因
縁
。
或
傍
引
神
宮
喩
。
其
後
腹
山
釈
悪
遠
。
遺
業
貞
華
凪
才
秀
発
。
毎

l

　

　

－

　

　

一

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

至
斎
集
。
机
白
日
升
高
座
。
如
為
導
首
。
先
明
二
世
因
果
。
却
弁
一
斎
大
意
。

l

　

　

一

　

　

　

　

　

　

一

　

　

一

　

　

　

　

一

　

一

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

後
代
伝
授
速
成
永
則
。

こ
の
一
節
を
引
い
て
、
本
来
の
中
国
に
於
け
る
「
椚
導
」
の
意
味
を
押
え
、

こ
の
延
長
に
我
が
国
の
「
唱
導
」
の
流
れ
を
把
捉
し
よ
う
と
す
る
考
え
方
が
一

般
の
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
、
今
日
の
研
究
者
の
認
め
る
「
唱
導
書
」
な
る
文

献
群
は
、
実
際
に
は
か
よ
う
の
限
定
的
な
意
味
で
は
な
く
法
会
関
係
の
記
録
と

い
っ
た
程
度
の
意
味
で
あ
り
、
と
も
す
れ
ば
そ
の
外
延
は
曖
昧
に
陥
り
や
す
い

も
の
と
な
っ
て
い
る
。
従
来
、
「
唱
導
書
」
な
ど
と
呼
称
さ
れ
て
来
た
文
献
群
を
、

今
、
試
み
に
分
類
す
る
と
次
の
六
期
と
な
ろ
う
か
。

和
讃
や
、
軍
記
物
の
平
家
物
語
な
ど
を
こ
れ
に
含
め
る
考
え
方
も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
小
稿
の
筆
者
も
、
「
昭
導
」
の
術
語
に
曖
昧
で
あ
る
感
を
払
拭

し
得
な
い
の
で
、
こ
の
語
の
使
用
を
停
止
す
る
こ
と
と
し
、
〝
法
会
〟
と
い
う
場

の
存
在
を
重
視
し
、
こ
の
場
に
関
わ
っ
て
成
立
し
た
記
録
文
献
を
一
括
り
に
す

べ
き
も
の
と
考
え
る
。

鎌
倉
時
代
の
法
会
に
於
け
る
説
法
で
は
、
表
白
は
殊
に
重
要
な
要
素
で
あ
っ

r

6

一

た
。
信
承
法
印
撰
r
法
則
集
」
　
に
、

一
凡
説
法
者
総
三
段
也
。
表
白
。
正
釈
。
施
主
段
也
。

と
あ
る
如
き
で
あ
る
。
こ
の
表
白
を
含
む
文
献
に
は
、
㈲
・
㈲

献
群
が
存
す
る
が
、
㈱
表
白
付
説
教
書
は
、
表
白
の
他
に
説
教

㈱
の
如
き
文

説
話
の
類
が

㈲
表
白
集

（例一

甲
、
表
白
文
の
み
を
類
架
…
十
二
巻
本
表
白
韮
・
醍
醐
寺
本
澄
意

表
白
亜

乙
、
願
文
・
嘆
徳
・
教
化
等
を
含
む
…
甘
同
山
寺
本
表
白
集
・
続
群

空
目
類
従
本
表
白
集

㈲
願
文
畢
…
…
…
…
…
…
…
…
…
：
江
都
督
納
言
願
文
集
・
彰
考
館
蔵
願
文
集

①
表
白
・
願
文
顆
要
文
革
…
…
…
…
…
…
：
言
泉
集
・
類
句
抄
・
啓
白
諸
句
集

㈱
表
白
付
説
教
雷
…
＝
…
…
・
…
…
…
…
草
案
集
・
諸
事
表
白
・
醍
醐
寺
本
薬
師

㈲
説
教
書
（
含
説
話
）

法
華
百
座
間
書
抄

㈲
仏
教
説
話

打
開
集
・
発
心
集
・
観
音
利
益
集

後
の
番
目
ガ
の
文
献
群
ほ
ど
、
朋
文
的
性
格
が
稀
薄
と
な
る
よ
う
で
あ
っ
て
仮

名
交
り
文
の
文
献
が
多
く
な
る
。
こ
の
他
、
仏
教
讃
歌
た
る
訓
伽
陀
∴
P
明
・

一
余
日
に
収
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
あ
る
。
一
㌢
と
し
て
伝
存
し
な
が
ら
、
そ
の

用
途
や
内
容
上
、
等
師
1
1
で
な
い
個
々
の
文
章
が
、
こ
れ
に
対
応
し
て
文
体
士
の

差
異
を
も
生
じ
さ
せ
て
い
る
と
埋
ら
れ
る
。

小
柄
の
目
的
は
、
こ
の
㈱
表
日
付
説
教
無
‥
の
文
献
が
、
ど
の
よ
う
な
内
容
の

文
章
を
右
し
そ
れ
ら
が
如
何
な
る
配
列
形
態
を
と
っ
て
い
る
か
を
明
経
に
し
（
文

章
構
成
）
、
こ
の
内
容
上
の
差
異
に
対
応
す
る
文
体
差
を
把
え
よ
う
と
す
る
こ
と

に
あ
る
。三

、
表
白
付
説
教
書
の
文
童
構
成

㈲
資
料
の
選
定

表
白
文
を
石
す
る
説
教
㌫
に
は
、
山
口
光
円
氏
蔵
「
草
案
集
㌔
日
光
輪
王
寺
蔵

「
諸
事
賽
巳
、
醍
醐
寺
本
譜
禦
巴
、
金
沢
文
庫
本
「
仏
教
説
話
集
」
、
東
京
大
学

国
語
研
究
室
蔵
「
濯
憲
作
文
先
」
、
三
千
院
円
融
院
蔵
『
拾
珠
抄
」
な
ど
多
く
を

挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
鎌
倉
時
代
の
坐
＝
写
と
認
め
ら
れ
複
製
本
な
ど
で
本

文
の
草
ら
れ
た
文
献
を
中
心
に
据
え
る
こ
と
と
し
、
以
下
の
如
く
、
基
本
文
献
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と
し
て
r
草
案
集
」
　
（
建
保
四
年
写
）
を
選
定
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
に
よ
っ

て
得
ら
れ
た
文
体
的
特
徴
に
つ
い
て
、
そ
れ
が
唯
こ
の
文
献
の
み
に
あ
て
は
ま

る
の
で
な
く
、
広
く
こ
の
種
の
文
献
に
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
証
す
べ

く
、
醍
醐
寺
本
r
薬
師
し
二
本
（
鎌
倉
初
期
写
）
、
金
沢
文
庫
本
「
仏
教
説
話
集
」

（
保
延
六
年
写
）
を
補
助
資
料
と
し
て
取
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

㈲
「
草
案
集
し
の
文
章
構
成

山
口
光
円
氏
蔵
コ
早
案
集
』
一
帖
は
、
奥
書
に
「
建
保
四
年
正
月
廿
四
日
西

時
許
寓
了
！
取
筆
明
専
之
」
と
あ
る
如
く
、
建
保
四
年
（
一
二
一
六
年
）
　
の
書

写
本
で
あ
っ
て
、
誤
字
を
ど
か
ら
見
て
原
本
で
は
な
い
が
、
字
体
等
か
ら
す
れ

ば
成
立
間
も
な
い
頃
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
考
え
ら
れ
る
。
書
写
者
明
尊
に
つ
い

て
は
不
詳
で
あ
る
が
、
所
収
表
白
に
「
天
台
大
師
供
表
白
」
・
「
楕
厳
講
表
白
」
の

如
き
天
台
系
の
も
の
が
認
め
ら
れ
、
又
、
文
中
に
「
澄
憲
法
印
言
説
ナ
リ
」
と

い
う
記
述
の
見
え
る
こ
と
か
ら
、
天
台
宗
の
、
殊
に
安
居
院
流
の
法
会
談
前
に

関
す
る
記
録
で
は
な
い
か
と
見
ら
れ
て
い
る
。

仏
教
史
学
・
説
話
文
学
の
方
面
か
ら
夙
く
研
究
が
着
手
さ
れ
た
牢
国
語
学

の
方
面
か
ら
も
、

川
山
田
忠
雄
「
草
案
集
解
説
」
　
（
貴
重
古
典
籍
刊
行
会
複
製
本
所
収
、
昭
3
3
）

の
高
論
が
あ
り
、
注
目
す
べ
き
語
法
に
つ
い
て
重
要
な
指
摘
が
あ
る
。
又
、

㈱
小
林
芳
規
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
「
広
島
大
学
文
学
部
紀
要
」

特
輯
号
三
、
昭
4
6
・
3
）

は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
言
語
を
記
述
す
る
上
で
の
片
仮
名
文
資
料
と
し
て
、
主

に
そ
の
口
頭
語
的
側
面
に
注
目
し
な
が
ら
引
用
し
て
い
ら
れ
る
。
そ
し
て
、
近

時
、
M
田
中
雅
邦
「
r
草
案
集
し
の
附
属
語
に
つ
い
て
」
（
「
鹿
児
島
短
大
研
究
紀
要
」

彗
昭
5
8
・
2
）

⇔
同
「
『
草
案
集
」
の
用
字
に
関
す
る
一
考
察
－
副
詞
に
よ
る
検
討
－
」
（
『
鎌
倉

時
代
語
研
究
し
第
六
輯
、
昭
5
8
・
5
）

榊
同
「
買
案
集
」
の
用
語
　
仮
名
書
き
自
立
語
の
意
味
す
る
も
の
」
（
『
鹿
児
島

短
大
研
究
紀
要
」
翼
昭
5
9
・
3
）

的
同
「
「
草
案
集
」
に
お
け
る
「
方
」
字
に
つ
い
て
」
　
（
『
鎌
倉
時
代
語
研
究
し
第

八
租
、
昭
6
0
・
5
）

州
「
『
草
案
集
」
に
お
け
る
漢
字
の
表
記
に
つ
い
て
　
表
白
部
と
説
話
部
と
の
差

異
」
　
（
『
鹿
児
島
短
大
研
究
紀
要
」
輿
昭
6
2
・
3
）

の
一
連
の
御
研
究
が
あ
る
。
中
で
も
、
い
・
H
・
㈹
・
出
は
、
本
文
献
を
内
容

上
、
（
表
白
部
）
と
（
説
話
部
）
に
二
分
さ
l
　
れ
、
漢
字
の
用
法
を
詳
し
く
検
討

し
、
（
表
白
郎
）
に
漢
文
訓
読
的
用
法
が
、
（
説
話
部
）
　
に
和
文
的
用
法
が
頻

用
さ
れ
る
と
い
う
注
目
す
べ
き
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
さ
ら
に
、

当
時
の
法
会
の
実
際
を
踏
ま
え
て
文
章
構
成
に
つ
い
て
の
私
見
を
提
出
し
、
多

角
的
分
析
を
通
し
て
文
体
差
の
析
出
に
努
め
た
い
。

コ
早
案
集
』
の
本
文
は
、
三
丁
表
の
「
草
案
」
と
内
題
し
た
所
よ
り
入
る
。

今
、
本
文
中
に
改
行
し
て
示
し
て
あ
る
小
見
出
し
に
従
っ
て
、
再
論
文
七
二
頁

に
設
定
す
る
日
次
を
掲
げ
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。
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㈲
法
則
・
表
白
の
草
案

②
阿
弥
陀
供
養
法
表
白

㈱
大
師
供
表
白

㈱
同
（
大
師
供
）
表
白

㈲
拐
厳
講
表
白

㈲
第
五
巻
（
法
華
経
五
巻
）

聞
第
八
巻
（
法
華
経
八
巻
）

⑨
二
身
釈

三
丁
表
一
行
臼
～
五
丁
嚢
三
行
目

五
丁
盛
六
行
目
～
七
丁
索
五
行
目

七
丁
裏
六
行
目
～
九
丁
表
六
行
目

九
丁
表
七
行
目
～
十
丁
襲
二
行
目

十
丁
恵
三
行
目
～
十
一
丁
裏
七
行
目

十
一
丁
裏
八
行
目
～
十
七
丁
襲
二
行
目

十
七
丁
裏
三
行
目
～
二
十
七
丁
真
二
行
目

二
十
七
丁
嘉
三
行
目
⊥
二
十
二
丁
表
四
行
目



㈱
経
論
よ
り
の
抄
録
　
　
　
　
三
十
二
丁
表
六
行
目
～
三
十
二
丁
裏
六
行
目

田
中
氏
は
、
右
の
㈲
～
㈲
を
表
白
部
、
㈲
～
㈲
を
説
話
部
と
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
う
ち
、
明
確
に
「
表
白
」
の
題
目
を
有
す
る
㈲
～
㈲
は
、
従
来
通
り
表
白

部
と
認
め
て
差
支
え
な
か
ろ
う
と
思
う
。
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に
注
目
し

て
み
る
と
、
㈲
冒
頭
「
謹
敬
白
」
・
末
尾
「
具
旨
本
尊
定
知
見
覧
」
、
㈲
冒
頭
「
謀

敬
白
」
・
末
尾
「
大
師
知
見
元
疑
央
」
、
㈱
冒
頭
「
敬
恭
白
」
・
末
尾
「
旨
趣
不
具
大

師
垂
知
見
給
覧
」
、
㈲
冒
頭
「
謹
敬
白
」
・
末
尾
「
旨
趣
不
具
大
概
在
之
仰
願
仏
陀
垂

琵
明
大
師
加
知
見
」
の
如
く
互
い
に
酷
似
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
峰
岸
明
博
士

の
解
明
さ
れ
た
表
白
文
の
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
の
類
型
に
適
う
も
の
で
あ

（8）る
。当
時
の
法
会
の
あ
り
方
を
考
え
る
文
献
は
多
く
存
し
、
又
、
宗
派
・
門
流
に

よ
っ
て
、
さ
ら
に
法
会
の
種
別
に
よ
っ
て
巽
な
る
で
あ
ろ
う
が
、
か
か
る
表
白

付
説
教
書
の
文
章
構
成
を
考
え
る
上
で
有
効
と
思
わ
れ
る
も
の
に
先
掲
の
信
承

撰
「
法
則
集
』
が
あ
る
。
こ
れ
に
拠
れ
ば
、
表
白
の
冒
頭
に
は
、

〇
一
　
ツ
ツ
シ
ミ
ウ
ヤ
マ
テ

一

一

一

一

一

一

一

一

が
、
そ
し
て
末
尾
に
は
、

○
次
可
云
御
願
旨
如
此
。
三
宝
悉
知
音
明
拾
。
窓
若
願
文
ア
ラ
バ
可
云
委
旨
被

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

　

二

　

　

　

　

丁

載
脚
願
文
吾

が
置
か
れ
る
と
あ
り
、
②
～
㈲
も
こ
れ
に
概
ね
合
致
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
か

か
る
冒
頭
・
末
尾
の
表
現
形
式
に
注
目
す
れ
ば
、
㈲
「
草
案
」
の
中
、
三
丁
表

二
行
目
「
敬
畏
白
」
か
ら
四
丁
表
二
行
目
「
委
載
願
文
」
ま
で
の
部
分
を
表
白

部
と
す
べ
き
こ
と
が
見
え
て
く
る
の
で
あ
る
。

次
に
、
「
そ
れ
以
外
の
部
分
」
　
（
従
来
の
説
話
部
）
　
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

『
法
則
集
」
で
は
、
先
述
の
如
く
説
法
の
三
大
要
素
と
し
て
「
表
白
」
・
「
正

釈
」
・
「
施
主
段
」
を
挙
げ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
「
正
釈
」
は
、

二

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ク

○
正
釈
先
仏
。
次
供
養
。
後
鍾
種
善
根
等
也
。
又
、
問
答
牒
如
也
。
戎
過
去
聖

霊
之
遠
忌
等
云
々

と
説
明
が
あ
り
、
説
法
巾
、
対
象
仏
・
対
象
経
の
功
徳
を
解
説
し
礼
讃
す
る
と

こ
ろ
を
指
す
と
思
わ
れ
、
「
施
主
段
」
と
あ
る
の
は
、

七

ハ

　

　

ト

ハ

ノ

テ

　

　

ノ

ニ

　

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

　

ノ

ヲ

ハ

ヶ

シ

テ

○
施
主
段
略
仏
経
如
此
不
云
。
仏
経
中
得
益
旨
講
釈
也
。
或
亡
者
事
悉
釈
。
施

ノ

　

ヲ

ハ

　

ノ

　

一

テ

レ

ニ

ハ

主
祈
橋
脚
上
作
善
跡
。
要
略
事
J
f
之

と
説
明
さ
れ
、
施
主
（
法
会
の
主
宰
者
）
　
の
信
仰
心
の
深
甚
に
し
て
そ
の
功
徳

利
益
の
大
な
る
べ
き
こ
と
を
賞
賛
す
る
段
を
指
す
と
理
解
さ
れ
る
。
こ
こ
で
、

従
来
、
説
話
部
と
規
定
さ
れ
て
来
た
箇
所
を
再
度
眺
め
て
み
る
な
ら
ば
、

○
将
尺
此
巻
可
を
二
華
（
㈲
「
第
五
巻
」
の
口
頭
、
十
一
丁
裏
9
）

シ

テ

こ

○
将
　
尺
薔
巻
任
例
順
恒
釆
〇
三
意
ア
リ
（
聖
第
八
巻
」
の
冒
頭
、
十
七
丁
裏
4
）

ス
ル
ニ
ノ

　

ヲ

ハ

ニ

ク

　

レ

ハ

ニ

ハ

　

テ

　

ニ

ハ

　

シ

〇
三
身
功
徳
　
常
聞
法
門
　
耳
　
馴
　
心
　
闇
（
㈲
「
三
身
釈
」
の
目
頭
、
三
十

七
丁
裏
4
）

の
如
く
、
経
典
や
仏
菩
薩
の
釈
義
を
示
し
て
お
り
、
「
正
釈
」
の
内
容
に
該
当

す
る
と
認
め
ら
れ
る
。
加
え
て
、
m
「
草
案
」
の
表
白
文
以
外
の
所
も
、

○
任
日
録
次
第
一
々
加
消
釈
　
先
借
供
養
給
釈
迦
如
来
付
之
　
有
惣
別
功
徳
惣

功
徳
者
三
身
四
細
目
五
眼
也
　
三
身
中
候
者
法
身
報
身
應
身
也
（
四
丁
表
4
）

の
如
く
で
あ
っ
て
や
は
り
「
正
釈
」
の
内
容
で
あ
る
こ
と
が
了
解
さ
れ
る
。

又
、
こ
れ
ら
の
文
章
の
結
末
部
に
は
、

テ

　

　

　

　

　

　

r

H

＝

〕

　

　

へ

星

）

　

　

　

　

　

一

〇
諸
檀
施
主
飽
身
心
之
悦
子
孫
繁
聖
地
及
盈
「
霜
」
正
椚
－
之
利
（
㈲
「
第
五
巻
」
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十
七
丁
泰
1
）

ク

　

　

　

ク

　

　

　

　

ニ

ラ

ム

○
法
主
施
主
魚
豪
語
久
我
福
同
持
現
蕾
爽
快
其
上
施
主
子
孫
弥
繁
昌
（
仰
「
第
八

巻
」
二
十
七
丁
裏
1
）

の
如
く
、
先
の
　
「
施
主
段
」
に
当
る
と
考
え
ら
れ
る
内
容
を
右
し
て
い
る
も
の

も
認
め
ら
れ
る
。



以
上
の
こ
と
か
ら
、
従
来
「
説
話
部
」
と
呼
ば
れ
て
来
た
関
所
は
、
確
か
に

説
法
の
方
便
と
し
て
説
話
性
を
内
包
し
て
い
る
こ
と
は
疑
を
容
れ
な
い
の
で
あ

る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
説
法
に
利
E
さ
れ
た
性
牌
H
の
も
の
と
し
て
存
在
す
る

の
で
あ
っ
て
、
今
昔
物
語
集
や
打
開
集
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
説
話
群
と
は
同
列

に
扱
う
こ
と
が
で
き
な
い
と
思
う
の
で
あ
る
。
従
っ
て
、
以
下
こ
れ
ら
を
「
正

釈
部
」
と
呼
称
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
中
に
説
話
の
引
用
を
認
め
る
こ
と
と
す

る
。
「
施
主
段
部
」
を
今
回
認
め
な
か
っ
た
の
は
、
本
文
献
の
場
合
、
先
に
見

た
よ
う
に
こ
れ
に
相
当
す
る
田
所
は
わ
ず
か
一
、
二
行
に
過
ぎ
ず
特
立
す
る
ほ

ど
の
言
語
封
を
右
し
て
い
な
い
こ
と
、
正
釈
の
後
に
続
け
て
記
さ
れ
て
い
る
こ

と
な
ど
の
理
由
に
よ
る
。
先
の
　
「
法
則
基
』
　
に
も
、
施
主
段
が
「
仏
経
中
得
益

ヲ旨
講
釈
也
」
と
あ
り
正
釈
の
役
割
に
通
ず
る
と
こ
ろ
か
ら
、
今
、
本
文
献
の
表

現
意
図
に
即
し
て
考
え
る
と
「
正
釈
」
と
「
施
主
段
」
と
を
分
け
る
こ
と
に
は

そ
れ
ほ
ど
重
要
な
意
味
が
あ
る
と
は
考
え
性
い
の
で
あ
る
。

こ
れ
で
「
草
案
集
」
　
の
本
文
は
、
内
容
上
、
「
表
白
部
」
と
「
正
釈
部
」
と

に
二
分
さ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
こ
の
時
古
州
で
、
さ
ら
に
、
正
釈
部
内
部
で
、
引

用
説
話
の
部
分
と
そ
れ
以
外
の
部
分
に
類
別
し
よ
う
と
思
う
。
説
話
の
認
定
は

か
な
り
困
難
で
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、
一
応
、
〝
過
去
の
人
間

と
そ
の
行
為
が
叙
事
的
に
軍
ら
れ
て
い
る
も
の
〟
を
目
安
に
以
下
の
類
別
を
試

み
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
を
「
説
話
部
」
と
し
、
そ
れ
以
外
の
部
分
を
「
説
教
部
」

と
呼
称
し
よ
う
と
思
う
。

恩
の
八
巻

0
1
4
ウ
9
～
1
6
オ
4
②
説
話
　
－
　
「
阿
私
仙
人
の
事
」

0

1

6

オ

4

～

1

7

ウ

2

　

説

教

0

1

7

ウ

3

～

1

8

オ

7

　

説

教

0

1

8

オ

7

～

1

8

ウ

1

③

説

話

　

－

0

1

8

ウ

1

～

1

9

オ

1

1

　

説

教

0

1

9

オ

1

1

～

1

9

ウ

1

2

④

説

話

　

－

0

1

9

ウ

1

2

～

2

0

ウ

4

　

説

教

0

2

0

ウ

5

～

2

5

オ

1

3

⑤

説

話

　

－

0

2

5

オ

1

3

～

2

6

オ

1

0

　

説

教

0

2

6

オ

1

0

～

2

7

オ

5

⑥

説

話

　

－

0

2

7

オ

5

～

2

7

ウ

2

　

説

教

「
普
賢
苦
腹
の
事
」

「
太
良
意
苦
疎
の
事
」

「
善
犯
女
大
子
の
串
」

「
須
達
長
者
の
事
」
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（
所
　
在
）
　
　
　
（
類
別
）

（
説
話
仮
題
）

㈲
第
五
巻

0

1

1

ウ

8

～

1

2

オ

4

　

説

教

0
1
2
オ
4
～
1
2
オ
9
①
説
話
　
－
　
「
阿
難
尊
者
の
事
」

0

1

2

オ

9

～

1

4

ウ

9

　

説

教

右
の
㈲
・
鼎
以
外
の
正
釈
部
、
里
中
案
の
後
半
部
、
㈲
三
身
釈
に
は
引
用
説

話
を
認
め
難
い
の
で
、
す
べ
て
説
教
部
と
な
る
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
r
草
案
集
」
の
文
章
構
成
は
、
［
目
頭
㈲
「
草
案
」

の
み
が
表
白
部
と
正
釈
部
と
い
う
一
連
の
説
法
の
基
本
型
を
‖
パ
備
し
て
い
る
と

軍
ら
れ
、
以
下
は
、
前
半
に
表
白
部
が
連
続
し
て
置
か
れ
、
種
々
の
正
釈
部
は
、

こ
れ
ら
に
後
置
さ
れ
る
と
い
う
改
編
形
態
と
な
っ
て
い
る
と
把
捉
さ
れ
よ
う
。

そ
し
て
、
正
釈
部
の
そ
れ
ぞ
れ
は
説
教
部
と
説
話
部
と
に
分
け
ら
れ
る
の
で
あ

る
。㈲
補
助
資
料
の
文
章
構
成

こ
こ
で
亭
っ
補
助
資
料
と
は
、
こ
れ
単
独
で
は
一
㌫
譜
現
に
乏
し
く
明
碓
な
こ

と
を
一
言
い
得
な
い
不
安
の
存
す
る
文
献
で
あ
る
。

醍
醐
寺
本
「
薬
師
」
甲
、
乙
二
本
は
、
鎌
倉
時
代
初
期
の
書
写
に
な
る
表
白



付
説
教
寮
‥
と
認
む
べ
き
文
献
で
あ
る
。
そ
の
文
章
構
成
は
、
甲
本
の
場
合
、
「
敬

n
O
」
（
二
オ
1
）
　
以
下
「
要
旨
二
㌍
諸
天
奉
仕
屈
」
（
三
ウ
2
）
ま
で
が
、
そ
の

表
現
形
式
に
よ
っ
て
表
白
部
と
認
め
ら
れ
、
「
凡
茹
帥
如
来
者
」
　
〈
川
オ
1
）

以
下
を
薬
師
如
釆
及
び
日
光
月
光
二
菩
薩
の
利
益
を
説
く
正
釈
部
と
認
定
で
き

る
か
と
思
う
。

そ
し
て
、
正
釈
郡
の
中
に
、
①
ケ
イ
ヅ
マ
寺
の
比
丘
の
毒
宿
泊
癒
説
話
（
八

ウ
3
～
八
ウ
5
）
、
②
温
州
司
馬
の
蘇
生
説
話
（
九
オ
1
～
九
ウ
5
）
が
含
ま
れ
、

こ
れ
を
説
話
部
と
認
め
、
そ
れ
以
外
の
箇
所
を
説
教
部
と
認
定
す
る
。

ノ

∴

ハ

l

l

ノ

乙
木
も
、
甲
本
と
同
機
「
敬
白
」
（
一
オ
1
）
以
下
「
柚
射
柑
遥
塔
千
秋
万
歳

之
在
脚
」
一
一
ウ
6
）
ま
で
を
表
白
部
と
認
め
、
「
今
此
薬
師
如
来
者
」
（
五
オ
1
）

は
下
目
最
終
行
ま
で
を
正
釈
部
と
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
ち
ら
の
正
釈
部
に

も
、
①
大
店
の
憂
（
夏
カ
）
俣
均
の
蘇
生
説
話
（
八
オ
1
～
八
ウ
3
）
、
②
温
州

司
馬
の
蘇
生
説
話
　
（
九
オ
4
～
九
ウ
7
）
　
の
説
話
部
と
こ
れ
以
外
の
説
教
部
と

を
認
め
る
。

而
し
て
、
『
薬
師
±
一
本
は
、
い
ず
れ
も
法
会
一
l
I
ラ
ー
分
の
記
録
と
軍
ら
れ
、
表

白
部
と
正
釈
部
か
ら
成
り
こ
の
順
に
配
さ
れ
る
。

更
に
、
補
助
資
料
と
し
て
は
、
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
を
加
え
た
い
。

こ
れ
の
文
ホ
構
成
に
つ
い
て
は
、
夙
く
山
内
洋
一
郎
氏
の
明
ら
か
に
さ
れ

T
9
－

た
所
で
あ
る
が
、
氏
の
示
さ
れ
た
、
A
地
獄
の
苦
患
　
〈
2
2
ウ
…
1
8
ウ
1
）
・
B

現
世
の
無
常
　
（
1
8
ウ
1
…
2
1
ウ
）
　
と
柘
楽
讃
嘆
　
（
6
オ
…
7
オ
8
）
・
C
十
一

面
観
音
・
弥
陀
如
来
の
依
正
功
徳
　
（
7
オ
9
…
5
ウ
2
）
　
は
、
正
釈
部
（
説
教
部
）

に
、
D
法
会
の
趣
旨
　
（
5
ウ
3
…
1
6
ウ
1
）
　
は
表
白
部
に
、
E
説
話
　
（
造
寺
功

徳
・
1
6
ウ
2
…
8
ウ
1
2
、
出
家
功
徳
・
8
ウ
1
3
…
1
0
オ
6
、
凹
果
応
報
1
0
オ
7

…
1
5
オ
）
　
は
正
釈
郎
（
説
話
部
）
　
に
、
F
施
主
㍍
嘆
（
1
5
ウ
…
4
オ
）
　
は
施
主

投
部
に
相
当
す
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

四
、
文
体
分
析
の
視
点

文
体
分
析
の
た
め
の
指
標
は
、
表
現
内
容
に
基
く
使
用
上
の
制
約
が
少
な
く
、

各
部
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
の
性
格
を
測
定
し
得
る
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で

あ
ろ
う
。
か
よ
う
の
点
を
考
慮
し
て
、
次
の
よ
う
な
角
度
か
ら
、
文
体
を
測
定

し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

㈲
文
字
・
表
記
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
ー
　
漢
字
と
片
仮
名
の
混
済
度

㈲
音
声
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
ー
　
音
便
形
の
分
布

①
文
法
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
ー
　
ィ
、
文
末
表
現
の
様
相

ロ
、
助
動
詞
の
分
布

ハ
、
係
結
び
の
分
布

㈱
語
彙
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
　
ー
　
相
文
語
・
溌
文
訓
読
語
の
分
布

㈲
敬
語
表
現
の
而
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ

や
や
機
械
的
に
設
定
し
た
嫌
が
存
す
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
ぞ
れ
文
体
分
析
の

有
効
な
視
古
冊
と
し
て
か
つ
て
よ
り
多
く
用
い
ら
れ
て
来
た
も
の
で
あ
り
、
ま
ず

は
こ
れ
ら
を
掴
荘
し
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
て
今
後
文
献
の
性
格
に
応
じ
た
視

点
を
見
出
し
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

五
、
コ
早
琴
芝
の
文
体

こ
の
項
で
は
、
先
の
㈲
～
胤
の
視
古
州
に
よ
り
調
査
し
た
結
果
、
各
部
の
特
徴

と
思
し
き
点
に
焦
っ
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。

㈲
漢
字
と
片
仮
名
の
混
済
度

『
草
案
集
」
　
の
表
記
体
が
、
漢
字
片
仮
登
父
り
文
で
あ
る
こ
と
は
周
知
の
所

で
あ
る
。
そ
の
片
仮
名
は
湊
文
の
訓
古
一
記
入
か
ら
発
達
し
て
本
文
化
し
た
も
の

と
認
め
ら
れ
、
大
部
分
が
右
に
小
骨
‥
さ
さ
れ
て
い
て
、
送
り
仮
名
や
助
詞
、
助
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動
詞
の
類
が
殆
ど
で
あ
る
。

し
か
し
、
ま
ま
漢
字
と
同
大
の
仮
名
封
‥
例
が
拾
わ
れ
、
こ
の
分
布
に
は
著
し

い
偏
り
が
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
表
白
部
に
は
原
則
と
し
て
出
現
せ
ず
、
正
釈

部
に
限
っ
て
川
い
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

〔
表
白
郎
〕

卜

y

ル

　

　

　

　

　

　

　

　

l

し

ハ

ト

モ

〇
人
′
H
心
孝
子
揮
童
不
染
色
頂
於
塩
之
江
頂
碧
空
光
Ⅶ
於
自
離
之
遡

（
3
左
8
、
草
案
）

、

テ

　

　

　

　

て

七

ニ

　

　

　

　

　

　

　

　

∴

ノ

1

I

7

0
依
之
欲
頂
色
項
天
王
悦
而
結
線
廻
之
呼
水
充
六
趣
営
譜
之
栖
守
剰
紫
十
二
流

1
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

転
之
琴
丁
二
6
籍
、
阿
認
桝
悪
書
）
　
ヲ
ハ
ヲ
　
ノ
　
　
メ
リ

○
大
是
尊
帥
聖
霊
尋
　
本
梯
英
紙
若
徳
窮
重
玄
之
雲
思
逆
天
台
門
主
骨
理

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

　

一

携
厳
之
華
（
1
1
左
5
、
拐
厳
講
表
白
）

〔
正
釈
部
〕

モ
モ

○
彗
l
妄
不
思
ロ
ト
程
法
界
雛
性
元
分
別
ホ
正
木
皆
ヒ
ル
ノ
身
土
石
瓦
思
サ
ナ
ノ

ト

二

し

ハ

依
止
説
成
　
中
〈
ア
キ
レ
テ
ソ
党
候
（
4
左
冥
草
案
）

∴

ヶ

リ

○
サ
ハ
カ
リ
仏
重
々
．
ノ
ウ
マ
シ
マ
セ
ト
モ
偵
信
此
控
之
人
向
持
此
鐙
之
人
乱
　
威

ヲ儀
（
1
2
左
7
、
第
ム
巻
）

○
舟
小
泊
上
サ
テ
モ
思
ト
シ
コ
ソ
右
マ
ホ
シ
ケ
レ
一
2
1
宥
9
、
第
八
竺

同
じ
「
草
案
」
の
m
所
で
も
、
大
字
の
片
仮
名
来
‥
例
は
表
白
部
に
は
出
現
せ

ず
、
正
釈
部
の
み
に
指
摘
で
き
る
の
で
あ
る
。

表
白
部
に
出
現
す
る
大
字
の
仮
名
は
、
「
フ
ル
ナ
（
富
楼
那
）
」
（
3
左
6
）
、

「
ヒ
ル
（
批
虎
）
」
　
（
7
左
2
）
、
「
サ
タ
（
薩
増
）
」
　
（
9
左
1
0
）
を
見
る
程
度
で

あ
り
、
い
ず
れ
も
仏
菩
薩
な
ど
の
固
有
名
に
つ
い
て
用
い
て
い
る
。

㈲
音
便
形
の
分
布

a
、
動
詞
の
音
便
形
の
分
布
状
況

ま
ず
、
動
詞
の
音
便
形
と
非
音
便
形
の
分
布
状
況
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

本
文
献
に
は
、
イ
音
便
・
り
音
便
・
促
音
便
・
頂
音
便
の
四
種
の
音
便
形
が

認
め
ら
れ
る
。

㊦
イ
音
便
－
表
白
郎
0
（
0
）
例
、
正
釈
部
7
（
0
）
例
（
説
教
1
2
例
・

説
話
－
5
例
）
　
＊
（
　
）
両
の
数
字
は
非
音
便
形
の
例
数
、
以
下

」

－

1

．

〇

〇
サ
、
ヤ
有
タ
マ
ウ
　
（
2
3
右
2
）

①
り
音
便
－
表
白
部
1
（
0
）
例
、
正
釈
部
3
（
1
〉
例
一
説
教
－
1
例
・

説
話
－
2
　
（
1
）
例
）

○
カ
キ
タ
マ
引
候
（
1
9
右
5
）
、
シ
ソ
ラ
引
給
ヘ
リ
（
2
6
右
1
1
）

㊥
促
音
便
－
表
白
部
1
（
0
）
例
、
正
釈
部
9
（
2
）
例
（
説
教
－
2
例
・

説
話
－
7
　
（
2
）
例
）

カ
ハ
テ

○
扶
＝
（
7
右
5
）
、
ト
ヒ
カ
ケ
引
テ
　
（
2
9
左
3
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

㊤
撥
音
便
－
表
白
部
0
（
0
）
例
、
正
釈
部
2
（
0
）
例
一
説
敦
－
0
例
・
　
4
1

説

話

－

2

例

）

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

一

〇
伏
マ
ロ
勾
テ
（
2
2
宥
9
一

b
、
形
容
詞
の
音
便
形
の
分
布
状
況

形
容
詞
ク
・
シ
ク
両
活
川
の
イ
音
便
・
り
音
便
の
分
布
を
調
べ
て
み
た
。

㊥
ィ
音
便
－
表
白
部
0
（
2
）
例
、
正
釈
部
3
（
誓
例
（
説
教
－
0
（
7
）
例

・
説
話
1
3
　
（
1
0
）
例

○
悪
事
（
2
3
左
3
）

㊥
り
音
便
－
表
白
部
1
（
誓
例
、
正
釈
部
4
3
（
鬱
例
一
説
教
－
1
0
（
誓

例
・
説
話
－
3
3
へ
7
）
例
）

つ

ソ

　

」

へ

○
ツ
ヨ
引
　
（
2
4
右
2
）
、
奉
見
苦
候
（
2
7
右
1
）

全
体
に
非
音
便
形
の
数
が
必
ず
し
も
多
く
な
い
の
で
、
明
確
な
こ
と
は
言
い

得
な
い
が
、
㊦
・
㊥
・
㊥
な
ど
を
見
る
限
り
、
正
釈
部
の
説
話
部
に
音
便
形
が



よ
く
使
用
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。

㈱
－
ィ
、
文
末
表
現
の
様
相

〔
表
白
部
〕
－

シ

　

　

　

テ

ー

・

ス

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

ヘ

リ

　

ト

○
智
行
徳
高
一
人
車
馬
師
　
才
弁
名
流
　
兆
民
仰
思
　
師
　
（
1
1
左
6
）

又
、
助
詞
・
助
動
詞
の
類
を
下
接
す
る
形
態
も
多
く
認
め
ら
れ
る

コ

ソ

ハ

ー

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

l

1

．

1

り

l

O
大
海
鴫
　
ス
カ
シ
マ
ビ
ラ
セ
候
シ
カ
（
2
4
右
2
）

一

　

テ

○
朝
見
廻
夕
見
廻
ウ
レ
シ
〈
ト
コ
ソ
党
シ
メ
シ
候
ラ
メ
（
2
6
左
7
）

〔
正
釈
部
　
－
　
説
教
〕

○
先
述
之
世
音
者
走
機
也
（
1
8
右
1
0
）

〔
正
釈
部
　
－
　
説
話
〕
ト

モ

ヤ

〇
枚
吏
一
望
罪
障
右
巾
　
ス
ラ
ウ
ト
覚
候
（
2
6
右
誓

右
の
よ
う
な
文
末
文
節
の
特
徴
と
思
し
き
点
に
つ
い
て
記
述
す
る
。

r
草
案
集
」
に
於
い
て
は
、
表
白
部
工
璧
正
釈
部
－
6
9
3
（
内
、
説
教
十
堅

説
話
－
訓
）
　
の
文
末
が
認
定
さ
れ
た
。
各
部
の
言
語
星
は
、
行
数
に
し
て
　
（
一

行
当
り
約
三
〇
字
）
、
表
白
部
－
ば
行
、
正
釈
部
1
5
5
1
行
（
内
、
説
教
－
3
4
4
、
説

話
－
一
聖
　
で
あ
る
。

文
末
の
文
節
が
、
敬
語
か
否
か
、
付
属
語
が
多
く
つ
い
て
い
る
か
否
か
と
い

っ
た
観
点
か
ら
整
理
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
な
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

表
白
部
の
文
末
に
於
い
て
、
最
も
高
い
使
用
率
を
示
す
の
は
非
敬
語
用
言
一

語
で
一
文
節
を
成
す
形
態
で
あ
っ
て
、
表
白
部
の
総
文
末
の
四
九
・
五
パ
ー
セ

ン
ト
を
占
め
る
。
こ
れ
は
、
立
釈
部
の
二
九
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
と
比
校
し
て

も
一
特
徴
と
し
て
注
口
さ
れ
る
。
こ
の
形
態
の
文
末
放
九
三
の
内
、
漢
字
表
記

で
あ
る
所
を
私
に
推
読
し
た
箇
所
が
三
九
存
す
る
が
、
少
な
く
と
も
残
り
五
m

は
活
用
語
尾
の
表
記
等
に
よ
っ
て
そ
れ
と
確
か
に
認
定
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

逆
に
、
表
白
部
に
於
い
て
は
文
末
文
節
に
敬
語
を
含
む
形
態
が
三
・
七
パ
ー
セ

ン
ト
と
低
い
数
値
に
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
正
釈
部
の
文
末
に
あ
っ
て
は
、
一
文
節
中
に
敬
語
を
含
む
も
の
が
二

九
・
〇
パ
ー
セ
ン
ト
と
、
表
白
部
の
三
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
を
大
き
く
上
回
り
、

正
釈
部
の
内
、
特
に
説
教
部
に
於
い
て
顕
著
で
あ
る
の
は
、
文
末
に
体
言
＋

断
定
の
助
動
詞
「
ナ
リ
」
の
文
節
が
く
る
も
の
で
、
九
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
と
表

白
部
六
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
や
説
話
部
五
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
を
上
回
る
。

－
ロ
、
助
動
詞
の
分
布

こ
こ
で
は
、
「
草
案
仕
亡
に
使
用
さ
れ
る
す
べ
て
の
助
動
詞
を
対
象
と
し
、
各

部
相
互
に
そ
の
使
用
度
数
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
特
徴
を
見
出
し
た
い
と

思
う
。ま
ず
、
表
自
部
で
は
、
の
べ
一
五
七
の
助
動
詞
を
数
え
た
が
、
こ
こ
で
は
打

消
「
ズ
」
（
二
七
・
四
パ
ー
セ
ン
ト
）
・
断
定
「
ナ
リ
」
（
一
四
・
六
パ
ー
セ
ン

ト
）
・
推
最
「
ム
」
二
〇
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
）
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
。

正
釈
部
に
於
い
て
は
、
七
八
六
語
を
数
え
、
表
白
部
に
は
認
め
難
い
「
ケ
リ
」

・
「
ナ
リ
」
（
伝
聞
）
・
「
ケ
ム
」
・
「
マ
シ
」
・
「
メ
リ
」
・
「
ス
」
（
使
役

・
尊
敬
）
・
「
サ
ス
」
（
尊
敬
）
・
「
ル
」
（
尊
敬
）
・
「
ラ
ル
」
（
自
発
・
尊

敬
）
・
「
マ
ホ
シ
」
・
「
マ
ジ
」
・
「
ウ
」
・
「
ラ
ウ
」
の
例
が
拾
わ
れ
る
。

説
教
部
と
説
話
部
と
の
比
較
に
於
い
て
特
徴
的
で
あ
る
点
を
述
べ
る
と
、
説

教
部
に
優
勢
で
あ
る
の
は
断
定
の
「
ナ
リ
」
　
（
二
四
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
／
説
話

一
二
・
二
パ
ー
セ
ン
ト
に
対
し
て
）
・
「
ベ
シ
」
　
（
二
・
四
／
説
話
血
∵
∴
ハ
）

・
「
ゴ
ト
シ
」
一
三
・
二
／
説
話
〇
・
五
）
・
「
メ
リ
」
（
一
・
八
／
説
話
〇
・

二
）
の
諸
譜
で
あ
る
。
逆
に
、
説
話
部
の
方
に
よ
く
使
用
さ
れ
る
助
動
詞
は
、

過
去
の
「
キ
」
（
二
七
・
四
！
説
堅
ハ
・
九
）
・
「
ケ
リ
」
（
一
三
二
／
説
教
一

・
三
）
・
完
了
の
「
ヌ
」
（
一
〇
・
七
！
説
教
二
九
）
な
ど
で
あ
る
。

こ
の
説
教
部
と
説
話
部
と
の
分
布
の
相
違
は
、
坂
詰
力
冶
氏
が
御
指
摘
に
な
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っ
た
法
華
百
座
間
書
抄
の
説
教
部
と
説
話
部
の
使
用
状
況
と
共
通
す
る
性
格
で

（10）

あ
る
と
判
ぜ
ら
れ
る
。

－
ハ
、
係
結
び
の
分
布

こ
こ
で
は
、
強
調
を
表
す
係
結
び
の
状
況
を
見
て
み
る
。
r
草
案
集
」
に
於
い

て
強
調
を
担
当
す
る
係
助
詞
は
、
「
ゾ
」
・
「
コ
ソ
」
で
あ
っ
て
「
ナ
ム
」
の
使

用
は
認
め
ら
れ
な
い
。

而
し
て
、
表
白
部
に
は
、
こ
の
「
ゾ
」
・
「
コ
ソ
」
に
よ
る
係
結
び
は
見
ら

れ
ず
、
正
釈
部
に
集
中
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

「
ゾ
」
に
よ
る
係
結
び
が
四
箇
所
（
い
ず
れ
も
説
話
部
）
　
で
あ
る
の
に
対
し

て
、
「
コ
ソ
」
の
使
用
は
七
七
箇
所
と
は
る
か
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。

結
び
の
語
に
注
目
す
る
と
、
説
教
部
で
は
結
び
の
語
に
用
言
を
と
る
場
合
、

「
コ
ソ
上
根
フ
）
へ
」
と
い
う
形
式
に
ほ
ぼ
限
定
さ
れ
て
い
る
（
一
〇
例
中
九

例
）
　
の
に
対
し
て
、
説
話
部
で
は
「
コ
ソ
1
有
レ
」
二
三
例
中
二
例
）
や

「
コ
ソ
　
ー
　
形
容
詞
巳
然
形
」
（
三
例
）
な
ど
も
見
ら
れ
る
。
又
、
「
コ
ソ
」
に
つ

い
て
助
動
詞
を
結
び
の
語
と
す
る
場
合
、
説
教
部
で
は
「
ム
」
（
二
〇
例
中
一
〇

例
）
・
「
メ
リ
」
（
五
例
）
が
特
徴
的
で
あ
り
、
説
話
部
で
は
「
キ
」
（
三
二
例
中

一
二
例
）
・
「
ケ
ム
」
（
五
例
）
な
ど
が
よ
く
使
用
さ
れ
る
。
加
え
て
、
説
話
部

で
は
、
先
学
の
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
　
（
㈱
論
文
）
、

ヒ

　

ッ

ル

　

コ

ソ

ハ

　

到

○
指
言
給
　
嶋
　
郎
其
（
2
4
右
1
0
）

コ

ソ

　

　

　

　

　

　

ノ

ナ

ル

　

　

ニ

七

ナ

ル

○
大
王
　
此
両
三
日
王
城
南
　
山
荘
遊
給
（
2
3
左
8
）

の
如
き
破
格
の
用
法
の
見
ら
れ
る
こ
と
も
注
意
し
て
お
き
た
い
。

㈲
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
の
分
布

粟
島
裕
博
士
は
、
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
の
内
実
を
体
系
的
に
解
明
さ
れ
た

（11）が
、
中
で
も
「
す
」
．
・
「
さ
す
」
と
「
シ
ム
」
、
「
や
う
な
り
」
と
「
ゴ
ト
シ
」

の
よ
う
な
同
義
的
二
形
対
立
は
、
今
日
ま
で
い
わ
ゆ
る
和
漢
混
清
文
の
文
体
を

測
る
も
の
さ
し
と
し
て
広
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
形
対
立
の
中
に
は
、

厳
密
に
は
意
味
的
・
位
相
的
に
異
な
る
と
見
ら
れ
る
も
の
、
又
、
源
氏
物
語
・

慈
恩
伝
以
外
の
他
の
文
献
に
見
出
さ
れ
る
語
の
存
在
等
の
問
題
を
含
み
い
く
つ

か
の
修
正
が
な
さ
れ
て
き
て
い
る
。
粟
島
博
士
自
身
も
み
ず
か
ら
こ
の
問
題
に

（ほ）

つ
い
て
再
検
討
を
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
、
指
標
と
し
て
、
文
章
内
容
に
基
く
使
用
上
の
制
約
の
小
さ
い

助
動
詞
・
助
詞
、
接
続
詞
、
副
詞
の
類
を
取
上
げ
て
そ
の
分
布
を
観
察
し
た

、
j
 
O

し

ま
ず
、
r
草
案
集
」
全
体
を
通
し
て
見
た
場
合
、
次
の
三
群
に
分
け
ら
れ
る
。

A
、
漢
文
訓
読
語
の
み
使
用
さ
れ
る
場
合

ゴ
ト
シ
（
表
白
部
6
例
、
正
釈
部
1
4
例
）
－
や
う
な
り
〆
、
ア
1
二
表
白
部
0

例
、
正
釈
部
2
例
）
－
な
ど
〆
、
ネ
ガ
バ
ク
ハ
　
（
表
白
部
3
例
、
正
釈
部
1

例
）
－
い
か
で
〆
、
イ
ハ
ム
ヤ
（
表
白
部
6
例
、
正
釈
部
3
例
）
－
ま
さ
に

〆
、
イ
マ
ダ
（
表
白
部
1
2
例
、
正
釈
部
4
例
）
－
ま
だ
〆
、
ヤ
ウ
ヤ
ク
（
表

白
部
1
例
、
正
釈
部
2
例
）
－
や
う
や
う
〆
、

B
、
漢
文
訓
読
語
・
和
文
語
の
双
方
が
使
用
さ
れ
る
場
合

シ
ム
　
（
表
白
部
3
例
、
正
釈
部
2
例
）
－
す
・
さ
す
（
表
白
部
0
例
、
正
釈

部
7
例
）
、
ザ
ル
・
ザ
レ
（
表
白
部
3
例
、
正
釈
部
2
例
）
－
ぬ
・
ね
（
表
白

部
1
例
、
正
釈
部
1
3
例
）
、
ズ
シ
テ
・
形
容
詞
十
シ
テ
・
二
シ
テ
（
表
白
部
1
3

例
、
正
釈
部
1
2
例
）
－
で
・
形
容
詞
＋
て
・
に
て
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部

8
例
）
、
ユ
ヱ
ニ
・
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
（
表
白
部
3
例
、
正
釈
部
1
6
例
）
－
さ
れ
ば

（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
9
例
）
、
シ
カ
ル
二
（
表
白
部
3
例
、
正
釈
部
2

例
）
－
さ
れ
ど
も
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
1
2
例
）
、
ア
ヘ
テ
・
不
得
（
表
白

部
1
例
、
正
釈
部
4
例
）
1
え
＝
・
ず
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
2
例
）
、
ハ
ナ

ハ
ダ
（
表
白
部
2
例
、
正
釈
部
1
例
）
－
い
と
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
1
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例
）
C
、
和
文
語
の
み
が
使
用
さ
れ
る
場
合

シ
カ
ウ
シ
テ
ダ
ー
さ
て
　
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
1
0
例
）
、
シ
キ
リ
二
メ
ー
し

ば
し
ば
（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
1
例
）
、
ミ
ダ
リ
ニ
ダ
ー
み
だ
り
が
は
し
く

（
表
白
部
0
例
、
正
釈
部
1
例
）
、
ス
コ
シ
キ
メ
－
わ
づ
か
に
（
表
白
部
1
例
、

正
釈
部
2
例
）

右
の
三
群
を
通
し
て
知
ら
れ
る
こ
と
を
記
す
と
、
ま
ず
、
A
・
B
群
の
事
例

よ
り
、
各
部
共
通
し
て
漢
文
訓
読
語
を
多
く
用
い
て
お
り
、
表
白
付
説
教
書
の

基
調
は
漢
文
訓
読
調
で
あ
る
と
見
倣
せ
る
こ
と
が
あ
る
。

第
二
に
、
B
・
C
群
の
事
例
に
注
目
す
れ
ば
、
和
文
語
が
使
用
さ
れ
る
場
合
、

原
則
と
し
て
表
白
部
に
は
認
め
ら
れ
ず
正
釈
部
に
偏
っ
て
使
用
さ
れ
る
こ
と
が

あ
る
。例
外
的
な
、
表
白
部
に
用
い
ら
れ
る
和
文
語
の
打
消
「
ぬ
」
は
、

ヘ

ハ

モ

モ

ニ

シ

フ

カ

刈

〇
倍
思
　
若
老
共
危
誰
為
不
秋
夕
風
前
燈
（
3
左
誓

の
如
く
㈲
「
草
案
」
に
見
ら
れ
る
。

正
釈
部
の
中
で
、
説
教
部
の
特
徴
と
し
て
は
、
接
続
詞
「
さ
れ
ば
」
　
の
使
用

で
あ
っ
て
、
九
例
の
す
べ
て
が
こ
こ
に
集
中
す
る
。

ヲ

ハ

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ト

ニ

モ

　

　

ケ

リ

○
サ
レ
ハ
法
身
如
来
　
ケ
タ
カ
ク
常
寂
光
土
仏
遥
可
思
隔
元
　
（
3
1
左
1
1
）

説
話
部
の
方
は
、
先
に
見
た
和
文
語
が
、
正
釈
部
の
中
で
も
こ
ち
ら
に
多
く

分
布
し
て
い
る
点
注
目
さ
れ
る
。
す
・
さ
す
、
で
・
形
容
詞
＋
て
、
え
…
ず
、

な
ど
の
語
に
於
い
て
顕
著
で
あ
る
。

㈲
敬
語
表
現

最
後
に
、
敬
語
表
現
に
つ
い
て
顕
著
な
分
布
的
偏
り
を
一
、
二
指
摘
し
て
み

た
い
。

ま
ず
、
そ
の
第
一
は
、
丁
寧
語
の
使
用
に
関
し
て
で
あ
る
。
本
文
献
の
場
合
、

対
者
尊
敬
の
語
と
し
て
は
「
侍
り
」
の
使
用
は
な
く
、
専
ら
「
候
フ
」
が
用
い

ら
れ
て
い
る
。
そ
の
「
候
フ
」
は
、
表
白
部
に
は
出
現
せ
ず
一
〇
九
例
の
す
べ

て
が
正
釈
部
に
集
中
し
て
い
る
事
実
が
存
す
る
。
即
ち
、
法
会
の
場
に
於
い
て

聴
衆
に
直
接
働
き
か
け
る
「
候
フ
」
は
表
白
部
で
は
使
用
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

従
来
、
表
白
部
と
見
傲
さ
れ
て
来
た
㈲
「
草
案
」
の
後
半
部
に
は
、

○
中
〈
ア
キ
レ
テ
ソ
候
　
（
5
右
1
）

コ

ソ

　

　

ー

○
ア
ラ
バ
ニ
勝
　
覚
候
　
（
5
左
1
1
）

の
如
く
「
候
フ
」
の
例
が
拾
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
此
の
度
の
小

稿
の
筆
者
の
認
定
で
は
正
釈
部
に
属
す
る
箇
所
に
出
現
し
て
い
て
、
こ
れ
を
以

て
逆
に
認
定
の
妥
当
性
の
襲
打
ち
を
し
て
く
れ
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

第
二
の
点
と
し
て
、
概
し
て
、
表
白
部
よ
り
正
釈
部
の
方
が
、
敬
語
の
種
類

は
豊
寓
で
あ
る
と
言
う
こ
と
が
で
き
る
の
だ
が
、
さ
ら
に
、
こ
の
こ
と
は
説
話

部
の
方
に
顕
著
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。

表
白
部
は
本
臼
説
教
部
に
於
い
て
も
用
い
ら
れ
な
い
語
と
し
て
は
、
「
マ
カ
リ

イ
ヅ
（
罷
山
）
」
、
「
マ
カ
リ
ワ
タ
ル
（
罷
渡
）
」
、
「
ソ
ウ
ス
（
奏
）
」
　
の
話
語
で
あ
っ

て
、
こ
れ
ら
は
説
話
部
に
限
っ
て
用
い
ら
れ
る
。
こ
れ
は
、
説
話
部
に
於
け
る

登
場
人
物
に
対
す
る
待
遇
表
現
の
表
れ
と
し
て
理
解
さ
れ
よ
う
。

以
上
、
「
草
案
集
」
の
文
体
的
特
徴
と
思
し
き
点
に
つ
い
て
路
々
述
べ
て
き
た
。

次
項
で
は
、
単
に
こ
れ
が
一
文
献
の
み
の
特
徴
に
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、
広

く
表
白
付
説
教
書
な
る
文
献
群
の
文
体
上
の
類
型
的
性
格
と
し
て
把
捉
し
う
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
検
証
し
て
み
た
い
と
思
う
。

六
、
補
助
資
料
に
よ
る
検
証

こ
の
項
で
は
、
先
の
㈲
～
悦
の
各
観
点
か
ら
見
た
コ
阜
琴
芝
各
部
の
文
体
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的
特
徴
に
つ
い
て
、
他
の
表
白
付
説
教
書
－
醍
醐
寺
本
「
薬
師
し
二
本
・
金
沢

文
庫
本
r
仏
教
説
話
集
』
－
に
も
共
通
し
て
認
め
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
、
順
次
、

検
証
し
て
ゆ
く
こ
と
と
す
る
。

㈲
漢
字
と
片
仮
名
の
混
溝
度

行
の
中
央
に
記
さ
れ
る
大
字
の
片
仮
名
が
、
原
則
と
し
て
、
表
白
部
に
認
め

ら
れ
ず
、
正
釈
部
（
施
主
段
部
）
　
に
集
中
す
る
事
実
は
、
他
文
献
に
於
い
て
も

共
通
し
て
い
る
。

〔
表
白
部
〕
テ

　

　

ス

ハ

　

　

　

　

一

　

テ

　

ヲ

シ

　

ヲ

テ

ハ

　

　

　

　

ヲ

ソ

シ

テ

　

ヲ

ム

ヤ

○
方
今
普
此
時
非
薬
師
之
神
力
誰
免
百
病
全
身
命
酢
伊
王
之
本
誓
何
滅
失
忠
閉

ヲ

　

　

一

　

　

　

　

　

一

　

　

　

一

　

　

一

栄
花
．
（
薬
師
甲
本
・
2
ウ
5
）

l

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ナ

リ

○
設
怪
石
受
人
身
時
而
生
遇
正
教
流
布
之
世
希
（
仏
教
説
話
集
・
5
ウ
5
）

〔
正
釈
部
〕

ヲ

　

　

　

一

　

　

　

ヲ

　

　

　

　

七

ム

ハ

　

　

　

　

　

二

事

○
カ
ヤ
ウ
ノ
先
躍
モ
テ
思
候
薬
師
如
来
道
立
或
缶
給
人
現
語
長
遠
雷
生
離
三
悪

遺
何
疑
有
哉
　
（
薬
師
乙
本
・
8
ウ
4
）

一

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

ノ

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

モ

ク

○
赤
真
珠
コ
マ
ヤ
カ
ナ
ル
ヒ
チ
キ
ニ
ハ
三
世
仏
慈
悲
尊
容
ヒ
マ
ナ
ク
ス
キ
問
元

セ
リ

影
現
　
（
仏
教
説
話
集
・
6
ウ
7
）

〔
施
主
段
部
〕
　
（
仏
教
説
話
集
の
み
）

ノ

　

　

ノ

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヒ

ニ

レ

○
今
日
大
施
主
八
十
年
後
サ
ハ
ヵ
リ
ナ
ル
楽
境
生

1、

オ

4

但
し
、
「
仏
教
説
話
集
」
の
表
白
部
の
方
は
、

〇
㌢
ク
（
用
オ
1
1
）
、
ヲ
ホ
ツ
カ
田
（
捕
オ
ほ
）

の
二
箇
所
に
大
字
の
仮
名
が
拾
わ
れ
る
。

②
音
便
形
の
分
布

醍
醐
寺
本
r
薬
師
」
　
の
場
合
、
甲
・
乙
二
本
と
も
に
形
容
詞
の
音
便
形
は
見

ら
れ
ず
、
二
、
三
非
音
便
形
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。

動
詞
の
音
便
形
に
つ
い
て
も
例
数
が
少
な
く
明
確
な
こ
と
は
言
い
難
い
が
、

イ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

l

㊦
イ
音
便
　
－
　
除
　
（
甲
本
・
7
ウ
3
）
、
東
方
ラ
イ
テ
ハ
　
（
乙
本
・
1
2
オ
4
）

⑦
り
音
便
　
－
　
ハ
ラ
フ
テ
　
（
甲
本
・
6
オ
1
）

ナ

テ

　

　

　

　

　

　

　

　

ヘ

テ

㊥
促
音
便
　
－
　
作
（
甲
本
・
1
2
オ
3
）
、
活
（
甲
本
・
9
オ
3
）
、
ヨ
テ
（
甲
本

・
9
ウ
4
）
、
西
方
ア
テ
ハ
　
（
乙
本
・
1
2
オ
2
）

が
そ
の
全
例
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
正
釈
部
に
出
現
し
て
い
る
。

金
沢
文
庫
本
『
仏
教
説
話
集
』
　
の
場
合
、

イ
テ

㊦
イ
音
便
（
す
べ
て
動
詞
）
－
砕
（
表
白
部
・
5
ウ
1
0
）
、
凝
‥
一
［
（
同
・
1
6
オ
4
）
、

イ
テ

シ
フ
イ
テ
（
正
釈
－
説
教
部
・
6
オ
望
、
忽

（
同
・
1
7
ウ
誓
、
耀
冥
正
釈
－
説
話
部
・
1
2

ウ
1
1
）
、
カ
シ
ソ
イ
テ
（
同
・
1
4
オ
5
）

の
如
く
、
表
白
部
に
も
イ
音
便
の
例
は
出
現
す
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
右
の
二

例
以
外
に
は
認
め
難
く
、
以
下
の
例
は
、
い
ず
れ
も
正
釈
郎
も
し
く
は
施
主
段

部
の
例
で
あ
る
。

①
り
音
便
（
す
べ
て
形
容
詞
）
－
メ
テ
タ
ウ
　
（
説
教
部
・
5
ウ
1
、
6
オ
8
、

6
オ
1
1
）
、
ス
サ
マ
シ
ウ
　
（
同
・
2
3
オ
2
）
、

ヤ
マ
シ
ウ
モ
　
（
施
主
段
部
・
4
オ
4
）
、
楽

㌶
ン
（
同
・
4
オ
6
）

㊥
促
音
便
（
す
べ
て
動
詞
）
　
－
　
〔
有
〕
　
ア
テ
（
説
話
部
・
8
ウ
2
、
9
オ

1

、

9

ウ

1

、

1

3

オ

6

、

1

4

ウ

1

）

㊤
撥
音
便
（
す
べ
て
動
詞
）
　
－
挿
鍔
ハ
サ
（
説
教
部
・
5
オ
1
1
）
、
高
㌢
（
同
・

2
0
オ
2
）
、
住
ム
テ
（
同
・
2
3
オ
5
）
、
ヲ
カ
ム

奉
レ
ハ
（
施
主
段
部
・
3
オ
1
0
）

㈱
－
イ
文
末
表
現
の
様
相

ま
で
二
東
師
音
つ
い
て
見
る
に
、
表
白
部
に
於
い
て
非
敬
語
用
言
で
一
文

節
を
成
す
文
末
が
多
い
（
甲
本
四
「
七
パ
ー
セ
ン
ト
、
乙
本
七
五
・
〇
パ
ー
セ
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ン
ト
）
　
と
い
う
点
と
、
正
釈
部
の
説
教
部
に
於
い
て
表
白
部
・
説
話
部
に
比
し

て
体
言
＋
断
定
「
ナ
リ
」
の
文
末
（
甲
本
二
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
乙
本
三
七

・
五
パ
ー
セ
ン
ト
／
表
白
部
－
甲
本
八
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
乙
本
○
パ
ー
セ
ン

ト
！
説
話
部
－
甲
本
一
四
二
二
パ
ー
セ
ン
ト
、
乙
本
六
・
七
パ
ー
セ
ン
ト
）
が

多
い
と
い
う
二
点
の
傾
向
性
は
看
取
さ
れ
よ
う
か
と
思
う
。

「
仏
教
説
話
集
」
　
の
場
合
、
表
白
部
の
言
語
立
が
少
な
い
上
に
、
文
末
か
と

思
わ
れ
る
箇
所
の
多
く
が
漢
字
表
記
で
あ
る
た
め
に
明
確
な
こ
と
は
言
い
杜
い

が
、
送
り
仮
名
に
よ
っ
て
文
末
文
節
の
形
態
の
判
明
し
得
る
も
の
に
つ
い
て
は
、

ナ

リ

　

　

　

　

　

ス

カ

　

　

　

　

　

ヘ

リ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ア

ナ

キ

ナ

シ

○
希
（
5
ウ
5
）
、
不
純
（
5
ウ
7
）
、
値
（
5
ウ
8
）
、
近
付
カ
ム
（
5
ウ
8
）
、
舞

（
5
ウ
望
遮
㌶
当
（
1
6
オ
1
）
、
宥
l
（
1
6
オ
9
）

の
如
き
で
あ
っ
て
、
非
敬
語
の
用
言
も
し
く
は
そ
れ
に
助
動
詞
を
一
つ
加
え
た

形
態
と
な
っ
て
い
る
。

正
釈
・
説
教
部
に
つ
い
て
は
、

【

建

廿

）

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

ノ

1

0
女
女
世
界
衆
生
ノ
大
依
虞
ナ
り
五
濁
悪
世
大
導
師
也
（
7
ウ
5
）

ノ

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

・

　

ノ

二

〇
左
三
面
悉
怒
相
ナ
り
於
業
遁
世
希
有
相
勧
進
仏
道
和
也
（
7
ウ
9
）

の
如
く
、
や
は
り
、
体
言
に
「
ナ
リ
」
の
つ
い
た
文
末
が
目
立
つ
よ
う
に
思
わ

れ
る
。－
ロ
、
助
動
詞
の
分
布

r
薬
師
」
の
助
動
詞
の
分
布
状
況
を
見
る
に
、
乙
本
表
白
部
に
助
動
詞
の
使

用
を
認
め
難
い
こ
と
か
ら
、
こ
こ
で
は
、
主
と
し
て
甲
本
を
対
象
と
す
る
。

甲
本
の
表
白
部
に
於
い
て
は
、
「
ゴ
ト
シ
」
（
五
例
）
、
「
ズ
」
（
二
例
）
、
断
定

「
ナ
リ
」
・
「
ム
」
・
「
シ
ム
」
　
（
各
一
例
）
の
使
用
を
認
め
た
。

正
釈
部
に
は
、
表
白
部
に
用
い
ら
れ
な
い
受
身
「
ラ
ル
」
、
「
ベ
シ
」
、
「
ツ
」
、

「
リ
」
、
「
キ
」
の
例
が
拾
わ
れ
、
中
で
も
、
過
去
を
表
す
「
キ
」
は
九
例
中
七
例

が
説
話
部
に
集
中
し
て
い
る
。

尚
、
乙
本
に
「
キ
」
（
四
例
）
・
「
ケ
リ
」
　
（
一
例
）
が
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
、
「
キ
」
が
一
例
説
教
部
に
出
現
す
る
外
は
、
す
べ
て
説
話
部
に
集
中
し

て
い
る
。
「
仏
教
説
話
集
」
の
方
も
、
正
釈
部
（
施
主
段
部
）
　
に
於
い
て
は
、
「
メ
リ
」

（
五
例
）
、
「
ケ
リ
」
　
（
四
例
）
、
伝
聞
「
ナ
リ
」
　
（
四
例
）
、
「
マ
シ
」
　
（
二
例
）
、
「
ケ

ム
」
（
二
例
）
、
「
マ
ホ
シ
」
（
一
例
）
が
使
用
さ
れ
、
こ
れ
ら
は
表
白
部
に
は
出

現
し
な
い
。

「
メ
リ
」
は
、
説
教
部
に
集
中
し
、

テ

○
唯
我
身
何
布
告
云
事
恋
。
ソ
候
メ
レ
（
2
0
ウ
2
）

説
話
部
に
過
去
の
「
キ
」
（
二
六
例
）
が
多
用
さ
れ
る
の
も
「
草
案
基
」
に
通

ず
る
性
格
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

○
過
去
。
一
月
長
老
当
（
1
1
ウ
7
）

－
ハ
、
係
結
び
の
分
布

「
薬
師
」
　
に
は
、
強
調
表
現
に
係
る
係
結
び
は
見
出
さ
れ
な
い
。

r
仏
教
説
話
集
」
　
の
場
合
、
強
調
の
「
ゾ
」
　
（
三
例
）
、
「
コ
ソ
」
　
（
七
例
）
　
に

よ
る
係
結
び
は
、
正
釈
・
説
教
部
B
に
集
中
し
て
い
る
。

（

獄

）

　

ノ

　

　

グ

ケ

ル

ヲ

ハ

　

ノ

　

モ

（

ノ

）

　

モ

チ

　

　

フ

モ

○
取
地
犬
餓
鬼
中
甚
多
受
再
老
一
人
受
子
一
ヲ
安
子
分
受
け
ム
云
人
充
当
説
テ
侍
ル

（

2

0

ウ

6

）

ノ

　

ノ

ヲ

　

　

　

　

　

モ

ノ

リ

○
峰
松
谷
嵐
ナ
カ
ム
ル
人
性
下
階
性
事
憂
㍍
有
メ
レ
（
1
9
ウ
8
）

尚
、
本
文
献
に
も
、
破
格
の
、

ノ

ノ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ノ

○
醐
八
願
匠
タ
ク
ミ
普
賢
行
願
ノ
チ
リ
ハ
メ
タ
ル
安
養
浄
刺
ノ
荘
厳
㌢
寂
ナ
ル
ス

ナ
ル

ミ
カ
常
住
虞
（
2
3
オ
8
）

の
如
き
「
コ
ソ
」
に
連
体
形
結
び
の
例
が
指
摘
さ
れ
る
。

㈱
和
文
語
・
漢
文
訓
読
語
の
分
布

r
草
案
集
L
で
指
標
と
し
て
用
い
た
助
動
詞
・
助
詞
、
接
続
詞
、
副
詞
に
関
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し
て
見
る
限
り
、
r
薬
師
」
に
は
、
和
文
語
の
使
用
は
認
め
難
い
。
総
じ
て
漢
文

訓
読
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
点
を
確
認
で
き
る
の
み
で
あ
る
。

・・．・・・・・－．ン

○
身
心
如
　
春
一
（
甲
本
・
表
白
部
、
2
ウ
1
）

キ

　

　

　

テ

ニ

ー

　

　

ー

　

　

ヲ

カ

ム

ニ

　

　

　

ヲ

○
無
心
草
木
値
綾
　
如
此
何
況
以
信
心
開
有
縁
彿
名
張
寧
其
勝
利
ナ
カ
ラ
ム
ヤ

（
甲
本
・
正
釈
－
説
教
部
、
6
ウ
5
）

－

　

ク

　

テ

　

ヌ

○
病
息
漸
　
窮
死
候
　
（
乙
本
・
正
釈
－
説
話
部
、
8
オ
3
）

ト

7

ニ

テ

　

　

ヲ

・

・

・

・

－

○
死
後
廿
四
日
云
免
牛
身
　
令
蘇
畢
云
々
　
（
乙
本
・
正
釈
－
説
話
部
、
8
ウ
2
）

－

　

一

r
仏
教
説
話
集
」
の
場
合
、
「
ゴ
ト
シ
」
は
、
表
白
（
一
例
）
・
正
釈
（
三
四

例
）
・
施
主
段
（
一
例
）
　
の
各
部
に
わ
た
っ
て
用
い
ら
れ
る
が
「
や
う
な
り
」

は
出
現
し
な
い
。
又
、
「
シ
ム
」
も
、
表
白
（
一
例
）
二
止
釈
二
〇
例
）
・
施
主

段
（
一
例
）
を
通
じ
て
使
用
さ
れ
る
が
、
「
す
」
・
「
さ
す
」
は
用
い
ら
れ
な
い

よ
う
で
あ
る
。

接
続
詞
に
つ
い
て
、
「
シ
カ
ル
ヲ
」
は
表
白
部
に
一
例
、
正
釈
部
に
三
例
認
め

ら
れ
、
対
す
る
和
文
語
の
「
さ
れ
ど
も
」
も
一
例
な
が
ら
正
釈
の
説
教
部
に
認

め
ら
れ
る
。
同
じ
く
和
文
語
「
さ
れ
ば
」
の
一
例
も
説
教
部
に
、

ノ

二

　

　

（

仕

）

○
サ
レ
ハ
宝
頼
経
中
説
タ
ル
見
待
者
（
2
0
ウ
3
）

の
如
く
用
い
ら
れ
る
。

㈲
敬
語
表
現

「
薬
師
」
の
敬
語
の
用
法
に
関
し
て
は
既
に
小
林
芳
規
博
士
の
脚
論
に
言
及

l〓h

が
な
さ
れ
て
お
り
、
説
話
部
に
於
け
る
表
現
の
豊
か
さ
を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
。

r
薬
師
」
に
も
r
仏
教
説
話
集
」
に
も
、
表
白
部
に
於
い
て
は
丁
寧
語
の
使

用
は
認
め
ら
れ
ず
、
専
ら
正
釈
部
に
用
い
ら
れ
て
い
る
事
実
が
確
認
さ
れ
る
。

○
カ
ヤ
ウ
ノ
先
樅
モ
テ
思
呵
料
師
如
来
造
立
戎
呂
軌
ム
（
薬
師
乙
本
・
8
ウ
4
）

ヲ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヲ

ニ

　

　

　

　

ノ

　

　

　

　

　

　

ハ

（

婆

喰

）

　

　

　

テ

ニ

カ

ハ

テ

コ

ソ

ー

メ

レ

○
然
ア
ミ
タ
如
来
脚
坐
㌘
極
楽
世
界
女
女
界
閻
浮
極
定
事
　
侍
候
　
（
仏
教
説

話
集
・
2
1
オ
9
）

尚
、
「
仏
教
説
話
集
」
の
場
合
は
、
時
代
性
を
考
慮
す
る
と
当
然
の
如
く
思
わ

れ
る
が
、
「
候
フ
」
の
他
「
侍
り
」
も
使
用
せ
ら
れ
る
。

○
ナ
ヒ
ク
ヤ
シ
キ
ョ
リ
タ
ク
ミ
得
㌘
口
惜
侍
（
6
オ
1
0
）

以
上
、
醍
醐
寺
本
「
薬
師
し
二
本
・
金
沢
文
庫
本
「
仏
教
説
話
集
」
　
の
検
討

で
以
て
、
r
草
琴
芝
に
認
め
ら
れ
る
各
部
間
の
文
体
的
断
層
が
、
か
か
る
文
献

群
に
共
通
す
る
性
格
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
得
た
か
と
思
う
。
こ
こ
で
、

こ
れ
迄
の
分
析
結
果
を
表
に
し
て
示
せ
ば
次
の
如
く
を
ろ
う
。

（
表
）
表
白
付
説
教
諏
＝
各
部
の
文
体
的
特
徴

正 釈 部 （合 施 主 織 部 ） 表　 白　 部 部 ／／／一弓 鼠点
説　 言舌　 部 説　 教　 部

片 交 小 き葵 片 交 小 湊 り　吾 漠 名　 張 （1）
1反　り　吾∵辛 仮　 り ；1㌢辛 片 字 の 字 粟
名 十 片 本 名　十 ハ一本 t反 本 混　と ニ′ニ
火 仮 伐 火 †反柏 名　伎 坤 八二 ぷ
吾 名 11吉名 交　′J、 腰 板 紀

杏
便
形

仇王　く　（
し仲 川
性 向 例

撞　く　（
し　傾 用
ち推 向 例

分 市
布 便
（2）

ヽヽtlJ
多 い 性 乏 い 惟 乏 形

声i
用 ）　把　 し 、） 才巴　し の

詞 且力棚 JH 定　「 終 非 接 文

（3）

文

リ⊥

承冬言．司射i ナ 体 止 敬 州 未
止 ・多 リ　言 多 言語 表
多 且万　い 」　＋ 川　H

Li

規
川 勒 多 断 の

用 ・過 印 用 ・断 種 告 三 憲

・乏
二 ∴

分 且カ

欝 滞 布動詞の用 レ　 コ　 コ イ立　「

多　 ソ　 ソ　　 コ
な　 は ・ ・ 強
い 使 っ て 鋼

分 係

祁 結コ　 ソ’
ソ　し－ 川　　　　　　 ソ 什】ナ　 コ　の

候　 峡　　 」 荒 土 ヱ ヨ
ぴ

使 メ　ヘ　　 本 の

入 粛1 基 渾 の 入 和 1抜 滞 い 使　（　 の 湊 分 文 辛目
（4 ）

iK
文 胡 文
和　　 訓

多 ＝；文 訳 文
Il】サ jli　 訓

‾ 用 和 み 文
文 校 訓

布 言川 文
i．l －11

の　　 銃 し‘‾　レ　の　　 詑 さ　　　　 訂
れ 言吾川 読

？ノウp．一
日1　．
の 渾

lh4
昆　　 訂i パ 混　　 言吾 な　 は　　 言浩 罪

種 拍 丁
頚▼

れ 譜 丁
′

帥 敬
（5 ）

m
多

多 ，し
用 法

才　は 率

い 便 ？ま

類 言倍

の
敬

1fしヽ の
敬

用　 の
さ　石女
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七
、
む
す
ぴ
－
－
文
体
差
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
－
－

以
上
、
や
や
機
械
的
に
処
理
し
た
嫌
は
あ
っ
た
が
、
此
の
度
の
分
析
に
よ
っ

て
、
表
白
付
説
教
吾
各
部
の
文
体
的
特
徴
の
主
な
点
は
析
出
す
る
こ
と
が
で
き

た
よ
う
に
思
う
。

か
か
る
表
現
的
梯
川
の
差
異
は
、
当
然
、
各
部
の
表
現
内
容
・
目
的
の
そ
れ

と
対
応
し
て
い
る
と
考
冬
ら
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
法
会
の
趣
旨
を
本
尊
J
I
I
．
パ
衆
の

宝
前
で
表
し
目
す
末
日
部
で
は
、
こ
の
時
代
の
表
白
文
に
於
け
る
片
仮
名
交
り

〓文
化
を
反
映
し
っ
つ
、
し
か
し
な
が
ら
、
基
本
的
に
は
前
代
か
ら
の
伝
統
を
踏

ま
え
て
、
浬
文
訓
読
体
を
基
調
と
す
る
。

そ
し
て
、
供
菜
仏
・
経
の
功
徳
を
聴
衆
に
わ
か
り
や
す
く
解
説
す
る
正
釈
部

で
は
、
和
文
的
要
素
を
加
え
、
か
つ
聴
衆
を
意
識
し
て
の
文
体
に
な
っ
て
い
る

の
で
あ
る
。
こ
の
正
釈
部
の
説
教
部
に
特
に
多
用
さ
れ
る
表
現
の
一
つ
に
、
体

言
＋
断
定
「
ナ
リ
」
止
め
の
形
式
が
存
し
、
今
一
つ
に
「
コ
ソ
ー
候
へ
」
あ
る

い
は
「
コ
ソ
ー
候
フ
メ
し
」
の
形
式
が
存
す
る
。

前
者
は
、
主
と
し
て
対
象
仏
・
対
象
経
を
解
説
・
注
釈
す
る
箇
所
に
用
い
ら

れ
て
い
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
説
教
帥
の
考
え
を
表
明
す
る
所
に
用
い
ら
れ

て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
表
睨
形
式
は
、
「
法
華
古
庄
聞
無
‥
抄
し
の
説
教
部
に
も
よ

丘
一
く
観
察
さ
れ
る
こ
と
を
春
日
利
男
博
士
・
坂
詰
力
治
氏
は
指
摘
さ
れ
る
。
特
に
、

後
者
の
表
現
形
式
は
、
金
沢
文
庫
本
「
言
泉
集
」
に
も
、

こ
．
ノ
ソ
し

○
忠
胤
説
法
云
（
中
略
）
誠
於
元
間
異
熱
遺
賢
業
因
コ
ソ
候
メ
レ
（
比
叡
山
、
三
帖

一
一
之
三
）

と
あ
り
、
加
え
て
、
書
陵
部
本
宝
物
集
の
説
教
部
に
お
い
て
も
、
「
コ
ソ
」
に
よ

る
係
結
び
二
四
例
中
一
八
例
が
「
コ
ソ
ー
侍
レ
（
＋
助
動
詞
）
」
の
形
式
と
な
っ

て
い
る
。

○
カ
ナ
シ
キ
メ
ヲ
ノ
ミ
コ
ソ
ハ
ミ
ナ
ミ
ル
事
ニ
テ
侍
メ
レ
　
（
八
八
二
行
）

法
会
に
参
列
す
る
聴
衆
に
対
し
て
川
い
ら
れ
る
「
候
（
侍
）
」
に
下
接
す
る
助
動

詞
の
中
で
は
右
の
如
く
「
メ
リ
」
が
特
徴
的
で
あ
る
。
こ
の
「
メ
リ
」
は
一
楯

の
娩
曲
表
現
と
認
め
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
説
教
の
僧
が
聴
衆
に
対
し
て
昔
同

は
的
に
臨
む
の
で
な
く
控
え
め
な
態
度
で
接
す
る
、
〝
嗜
み
の
用
法
″
と
で
も
称

す
べ
き
も
の
と
し
て
解
さ
れ
よ
う
。
こ
れ
は
、
同
じ
娩
曲
で
も
、
例
え
ば
、
蛸
蛤

日
記
な
ど
に
認
め
ら
れ
る
、

○
い
み
じ
く
こ
、
ち
ま
さ
り
て
、
な
が
め
く
ら
す
ほ
ど
に
、
文
あ
り
。
「
文
、

物
す
れ
ど
、
か
へ
り
ご
と
も
な
く
、
は
し
た
な
げ
に
の
み
あ
め
れ
ば
、
つ
、

ま
し
く
て
な
ん
。
今
日
も
と
お
も
ヘ
ビ
も
」
な
ど
ぞ
あ
め
る
。
（
大
系
一
九

七
頁
、
中
・
蜘
蛛
の
い
と
）

は
、
や
は
り
手
紙
の
中
味
が
具
体
的
に
引
用
し
て
あ
る
所
よ
り
、
事
実
と
し
て

認
定
可
能
の
事
態
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
、
作
者
の
無
関
心
を
装
う
〝
と
ぼ

け
の
用
法
”
と
で
も
称
す
べ
き
事
例
で
あ
っ
て
、
説
教
師
の
「
メ
リ
」
が
聞
手
配

慮
の
心
理
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
の
に
対
し
て
、
こ
ち
ら
は
事
実
認
定
損
ポ
‥
の

心
理
で
あ
る
と
酷
さ
れ
て
そ
の
表
現
※
体
の
心
理
の
内
実
は
異
な
っ
て
い
る
と

認
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
か
か
る
平
安
・
錐
査
時
代
の
　
「
メ
リ
」
を
表
現
論
的

に
把
え
た
場
合
、
尚
考
え
る
所
が
多
い
と
思
う
の
で
あ
る
が
、
今
は
こ
れ
以
上

述
べ
な
い
。

説
話
部
に
於
い
て
は
、
各
観
点
か
ら
眺
め
て
最
も
多
彩
な
表
現
を
と
る
箪
所

で
あ
る
が
、
説
教
師
の
臨
場
感
溢
れ
る
巧
み
を
口
吻
を
髪
髭
と
さ
せ
る
。

施
主
段
部
に
つ
い
て
は
明
碓
空
し
と
は
言
い
得
な
い
が
、
や
は
り
正
釈
部
に

附
随
す
る
と
い
う
内
容
上
の
連
動
性
が
そ
の
ま
ま
文
体
的
特
徴
の
共
通
性
に
つ

な
が
っ
て
い
る
よ
う
に
判
ぜ
ら
れ
る
。

『
沙
石
i
整
髪
射
八
（
l
一
三
）
　
の
「
山
僧
」
の
「
ナ
二
ガ
シ
ノ
阿
開
梨
」
が
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阿
弥
陀
供
発
の
際
に
、

○
御
堂
導
師
二
請
ジ
拾
ヘ
ル
二
、
施
主
分
二
、
「
此
御
堂
造
立
ノ
故
二
、
地
獄

二
落
チ
サ
セ
給
ハ
ム
事
コ
ソ
浅
猿
ク
侍
レ
」
ト
、
シ
タ
リ
ケ
レ
バ
　
（
大
系
三

六
二
貢
）

と
あ
る
施
主
段
の
引
用
が
、
や
は
り
正
釈
部
の
表
現
形
式
と
共
通
し
て
い
る
こ

と
も
こ
こ
に
付
言
し
て
お
き
た
い
。

こ
の
よ
う
に
、
今
後
は
、
表
白
付
説
教
書
各
部
の
文
体
的
性
格
が
説
話
集
や

軍
記
物
な
ど
他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
文
献
群
と
ど
の
よ
う
に
関
わ
り
合
う
か
と
い
う

こ
と
、
又
、
表
白
・
説
教
の
文
体
史
の
中
で
の
位
置
づ
け
も
重
要
な
課
題
と
在
る
。

加
え
て
、
今
回
は
、
書
写
時
期
が
下
る
と
い
う
理
由
で
取
上
げ
な
か
っ
た
が
、

中
些
一
大
唱
導
家
の
一
で
あ
る
安
居
院
流
の
蛮
「
澄
青
作
文
集
」
、
又
、
今
一
つ

（

1

6

一

の
関
城
寺
流
の
法
会
記
録
F
拾
珠
抄
』
、
さ
ら
に
、
続
群
書
類
従
巻
第
八
百
二
十

五
所
収
の
、
経
釈
を
含
む
　
F
表
白
集
」
な
ど
に
も
範
囲
を
拡
げ
て
考
察
す
る
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ら
は
総
じ
て
此
の
度
取
上
げ
た
文
献
ほ
ど
正
釈
部
に
於
け
る

文
体
的
特
徴
が
看
取
さ
れ
ず
、
表
白
部
と
同
じ
く
漠
文
体
を
主
と
す
る
表
現
と

な
っ
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
筆
録
者
の
記
録
態
度
の
相
違
と
し
て
解
釈

（け）

し
得
る
か
否
か
等
が
問
題
と
な
る
。

か
よ
う
に
小
稿
に
於
い
て
未
解
決
の
問
題
が
山
積
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、

す
べ
て
今
後
の
二
字
に
期
し
た
い
と
思
う
次
第
で
あ
る
。

注
（
1
）
小
林
芳
規
「
鎌
倉
時
代
語
研
究
の
方
法
」
　
（
国
語
学
会
中
四
国
支
部
第
三

十
六
回
大
会
公
開
講
演
会
於
鳥
取
大
学
、
平
成
三
年
十
一
月
十
日
口
頭

発
表
）

（
2
）
築
畠
袷
「
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
に
つ
い
て
」
　
（
『
国
語
と
国
文
学
」
5
1

－

4

、

昭

4

9

・

1

）

一
3
）
前
田
富
祓
『
国
語
語
彙
史
研
究
し
第
一
部
I
第
四
章
近
代
に
お
け
る
国

語
語
彙
の
研
究
　
（
昭
6
0
・
明
治
㌫
院
）

（
1
）
近
時
、
次
の
御
論
が
公
に
な
り
こ
の
方
向
に
通
ず
る
も
の
と
思
わ
れ
注

目
さ
れ
る
。

土
井
光
祐
「
明
恵
上
人
関
係
法
談
間
無
類
の
本
文
の
性
格
に
つ
い
て
」

（
『
訓
点
語
と
訓
点
資
料
』
8
7
、
平
成
3
・
9
）

（
5
）
　
「
暗
導
書
」
は
、
櫛
田
良
渋
「
金
沢
文
庫
本
安
居
院
流
の
暗
導
書
に
つ

い
て
」
　
（
百
本
仏
教
史
学
』
4
、
昭
1
7
・
8
）
な
ど
に
、
「
唱
導
文
学
」

は
、
折
口
信
夫
「
唱
導
文
学
－
序
説
と
し
て
－
」
　
（
改
造
祉
日
本
文
学

講
座
2
、
昭
9
・
8
）
な
ど
に
、
「
唱
導
文
芸
」
は
、
永
井
義
憲
「
唱
導

文
芸
史
稿
」
　
（
『
日
本
仏
教
文
学
』
塙
選
書
）
な
ど
に
、
そ
れ
ぞ
れ
用
い

ら
れ
て
い
る
。

（
6
）
本
文
は
、
永
井
義
意
・
清
水
宥
聖
編
『
安
居
院
噂
撃
竺
　
上
巻
　
（
角
川

書
店
・
昭
聖
　
に
拠
る
。
尚
、
信
承
は
、
安
居
院
流
聖
覚
の
弟
子
で
あ

る
（
山
口
光
円
「
新
出
「
草
案
集
」
と
安
居
院
流
学
派
」
、
『
仏
教
文
化
研

究

』

5

、

昭

3

0

・

1

1

）

（
7
）
　
注
（
5
）
永
井
論
文
・
注
　
（
6
）
　
山
口
論
文

岡
見
正
雄
「
説
経
と
説
話
－
建
保
四
年
写
明
尊
革
案
集
中
の
一
説
話
の

釈
文
－
」
　
（
「
国
語
国
文
」
2
6
－
8
、
昭
3
2
・
8
）

畑
中
栄
「
草
案
集
研
究
－
第
八
巻
の
説
法
と
そ
の
伝
承
－
」
　
（
『
金
沢
大

学
国
語
国
文
し
1
0
、
昭
6
0
・
3
）

（
8
）
峰
岸
明
「
表
白
の
文
章
様
式
に
つ
い
て
」
（
高
山
寺
資
料
叢
書
別
巻
コ
晶

山
寺
典
籍
文
書
の
研
究
」
、
昭
5
5
・
東
京
大
学
出
版
会
）

（
9
）
山
内
洋
一
郎
「
金
沢
文
庫
本
仏
教
説
話
集
の
錯
簡
に
つ
い
て
」
　
（
国
語
と

国
文
学
し
　
4
3
－
7
、
昭
4
2
・
7
）
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同
「
金
沢
文
庫
蔵
r
仏
教
説
話
集
」
の
構
成
に
つ
い
て
」
　
（
r
金
澤
文
庫
研

究
し
1
8
－
5
、
昭
4
7
・
5
）
尚
、
本
資
料
に
つ
い
て
は
、
同
r
中
世
語

論
考
」
（
平
成
元
・
清
文
堂
）
に
も
そ
の
文
体
的
特
徴
に
関
し
て
重
要
な

指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

（
1
0
）
坂
詰
力
泊
「
法
華
百
座
間
書
抄
に
お
け
る
助
動
詞
に
つ
い
て
」
　
（
小
林

芳
規
編
r
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
」
昭
4
9
・
武
蔵
野
書
院
）

（
1
1
）
築
畠
裕
r
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
し
　
（
昭
3
8
・
東

京
大
学
出
版
会
）

（
ほ
）
築
畠
裕
「
平
安
時
代
漢
文
訓
読
語
和
文
語
の
再
検
討
」
（
中
央
大
学
国

語
国
文
学
会
、
平
成
三
年
十
一
月
三
十
日
口
頭
発
表
）

（
曇
小
林
芳
規
「
醍
醐
寺
蔵
r
薬
師
J
二
本
に
つ
い
て
－
所
収
説
話
と
今
昔

物
語
集
と
の
関
係
を
中
心
に
－
」
　
（
醍
醐
寺
文
化
財
研
究
所
r
研
究
紀

要
」
6
、
昭
讐

（
1
4
）
注
（
8
）
峰
岸
論
文

（
望
春
日
和
男
「
小
林
芳
規
博
士
編
r
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
」
に
寄
せ

て
－
「
侍
り
」
と
「
候
ふ
」
余
説
－
」
　
（
「
国
文
学
致
し
7
1
、
昭
5
1
・
8
）

注
　
（
1
0
）
　
坂
詰
論
文

（
埜
山
崎
誠
「
三
井
寺
流
唱
導
迫
撃
－
「
拾
珠
抄
」
を
逸
っ
て
－
」
　
（
「
国
文
学

研
究
資
料
館
紀
要
」
堕
平
成
2
・
3
）

（
1
7
）
明
恵
上
人
関
係
法
談
開
苦
痛
に
も
同
様
の
問
題
が
存
す
る
と
い
う
。

土
井
光
祐
「
明
恵
上
人
関
係
法
談
聞
書
知
の
一
問
趨
－
明
恵
と
喜
海
と

の
言
説
を
め
ぐ
っ
て
－
」
　
（
中
央
大
学
国
語
国
文
学
会
、
平
成
三
年
十

一
月
三
十
日
口
頭
発
表
）

〔
附
記
〕
　
本
稿
は
、
「
安
居
院
流
表
白
書
の
文
章
構
成
と
そ
の
文
体
」
　
（
第

九
回
鎌
倉
時
代
語
研
究
会
夏
期
研
究
集
会
、
昭
5
9
・
8
）
、
「
表
白
付
説
教
書

の
文
章
構
成
と
文
体
」
（
第
十
回
同
研
究
集
会
、
昭
6
1
・
8
）
と
題
す
る
口
頭

発
表
を
基
に
縄
め
た
も
の
で
あ
る
。

研
究
方
向
を
定
め
る
に
つ
き
、
か
か
る
表
白
文
体
史
の
研
究
に
開
拓
の
余
地

の
多
く
残
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
お
教
え
頂
き
、
懇
篤
に
お
導
き
下
さ
っ
た
小
林

芳
規
先
生
に
深
く
お
礼
申
し
上
げ
る
。
　
　
　
　
（
平
成
3
年
1
2
月
1
6
日
）
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